
令和４年度第３回理事会議事録 

 

一般社団法人         

静岡県建設コンサルタンツ協会 

 

１ 開催日時 令和４年７月１５日(金) １０時１５分開会 １１時閉会 

２ 開催場所 協会会議室 

３ 理事会開会 

（１）出席した役員等の氏名 

理 事  森崎祐治 芹澤秀樹 服部剛明   

     齋 秀之 淺岡諭志 小田秀昭 牧田敏明  

監 事  杉山 博 亀谷寧一 

        事務局長 石原敏男 

   【藤山副会長、蓮池理事は欠席】 

（２）理事会成立の報告 

事務局から、理事９名のうち藤山副会長、蓮池理事を除く７名が出席して 

おり、定款第３６条に基づき理事会は成立するとの報告が行われた。 

（３）議事録署名人の選任 

   事務局から、議事録署名人は定款第３７条の規定に基づき出席した会長及 

  び監事となる旨を説明するとともに、議事録作成後の記名押印を依頼した。 

（４）会長挨拶 

   議事に先立ち、森崎会長から挨拶が行われた。 

（５）議長選出 

   定款第３５条の規定に基づき森崎会長が議長に就任した。 

 

４ 議 事 

（１）訃報への対応について 

事務局から、前会長である齋秀 様が令和４年６月２３日に御逝去された 

ため、協会の慶弔等内規に基づき死亡弔慰金（３万円）、生花及び弔電の対応 

を行ったとの報告があった。 

 （２）令和４年度委員会等の事業 

ア 総務委員会 

ＲＣＣＭ試験対策セミナー 

事務局から、令和４年６月２０日に協会会員の社員を対象としたＲＣＣＭ

試験対策セミナーが開催され、４５名が受講したとの報告があった。 

１ 



イ 企画広報委員会 

（ア）県政先進情報研修会等 

事務局から、令和４年７月５日に県の幹部職員を講師とする県政先進情 

報収集研修会が会場受講と Web受講の併用方式により開催され、全体で８ 

０名（会場１９名、Web６１名）が受講したとの報告があった。 

また、同日の午後には県庁関係部局幹部職員への会長、副会長による挨

拶廻りが実施されたこと。例年実施している県交通基盤部との意見交換会

については、令和４年１０月中旬～下旬に開催する予定で、現在、日程調

整中であることについても報告があった。 

ウ 技術委員会 

（ア）災害復旧事業技術研修会（土木防災部会） 

   事務局から、土木防災部会の事業として、令和４年６月２３日に（一 

社）静岡県測量設計業協会との共催により、災害復旧事業技術研修会が Web 

受講方式で開催されたとの報告があった。 

（イ）第１７回技術研究発表会 

事務局から、令和４年６月２４日に第１７回技術研究発表会が会場受講と 

Web受講の併用方式により開催され、全体で４５０名（会場受講１８８名、Web 

受講２６２名）が参加したとの報告があった。 

参加者数は前回の３２９名に比して１２１名増加し、特に他団体(５０名 

増)、建コン協会（４０名増）からの参加者が増えたとの補足説明があった。 

なお、事業経費については、Web受講を円滑に実施できるよう専門業者を活 

用するとともに リハーサルも実施したため、前回に比べて会場借り上げ経 

費が増大したが、結果的には予算額９０万円に対して必要経費は７４万円（有 

料資料弁当代を含む）となり、予算の範囲内で事業が実施できたとの説明が 

あった。 

（ウ）道路・構造部会、土木防災部会合同事業 

両部会の部会長である小田理事から、令和４年６月２１日に両部会の合同 

部会を開催して協議した結果、本年度の研修事業として令和４年８月８日に、 

東名高速道路焼津インターチェンジ凾渠工事の現場研修会を実施する予定で 

あるとの報告があった。 

 このことを受けて、７月上旬からの新型コロナ感染拡大の状況を踏まえ、 

事業を予定どおり実施するか否かについて役員で協議を行った。 

この結果、新型コロナ感染拡大防止に配慮して、視察現地への移動バスを 

２台確保するとともに、現地での説明を２グループに分けて実施するなどの 

対策を講じて実施することとされた。 

 また、視察先への依頼文については、必要に応じて事務局で準備すること 

とされた。 

２ 



（ウ）農林・環境部会事業 

   農林・環境部会の部会長である淺岡理事から、令和４年７月１日に部会 

  を開催して協議した結果、本年度の研修事業として令和４年１０月２１日 

  に「再生可能エネルギー」をテーマとして、長泉町ニコニコ水力（水車）、 

文明用水小水力発電（ストリーム）等の現場研修会を実施する予定である 

との報告があり、役員で協議の結果、予定どおり実施することとされた。 

今後、８月中に関係機関との調整等の準備作業を行い、９月当初には会 

    員あての案内を発出することとなった。 

また、視察先への依頼文については、必要に応じて事務局で準備するこ 

    ととされた。 

（２）行政機関等への協力事業 

   ア 静岡どぼくらぶフォトコンテスト 2022 

     事務局から、県より当協会に対して「静岡どぼくらぶフォトコンテスト 

2022」に関する作品募集への協力依頼（ポスター掲示）があったことについ 

て報告があった。 

イ 令和３年度行政機関からの委託業務受注状況 

  事務局から、業界紙の協力を得て作成した委託業務受注状況に関する資料 

の提供があった。 

 令和元年度と令和３年度の県・市町・国交省の受注実績合計を比較すると、 

落札金額ベースでは６０％から５５％と５％低下しているが、落札件数ベー 

スでは８０％から７９％と殆ど低下しておらず、結果的に、１件当たりの落 

札額が低下傾向にあるとの分析がなされた。 

   ウ 県土木技術職員研修への講師派遣 

     事務局から、本年度の研修について、県では令和４年１０月に「３次元デ 

ータ活用研修（測量設計）」、「橋梁点検・補修設計研修」、令和４年１２月 

に「斜面対策研修」を実施予定であり、今後、当該研修への講師派遣依頼 

が行われるとの報告があった。 

（３）報告事項 

   ア 建設新聞への広告掲載（暑中見舞い） 

事務局から、令和４年７月１３日の建通新聞に「暑中お見舞い広告」を掲 

載したとの報告があった。 

     イ 進藤金日子氏の当選御礼 

     事務局から、建設コンサルタント業政治連盟の活動に関し、第２６回参議 

院議員通常において、静岡県土地改良事業団体連合会からの推薦依頼を受け 

て比例代表の候補者として推薦を行った進藤金日子氏が当選したため、同連 

合会から当選の御礼があったとの報告があった。 

３ 



 

 

議長は、議事運営に対する各理事、監事の協力に謝辞を述べ、第３回理事会を

１１時に閉会した。 

 

 

以上の議事の経過及び結果を明らかにするため、議事録を作成し、定款第３７条

に基づき、議長及び出席した監事が記名押印する。 

 

 

令和４年７月１５日  

 

 

議 長・代表理事   森 崎 祐 治  ㊞  

 

 

        監  事   杉 山   博  ㊞ 

 

 

        監  事   亀 谷 寧 一  ㊞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 


